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Title Three

2011.4先導科学研究科
「科学と社会」分野助教

2002.4 応用生命科学科

人生の転機？
エリアーデ、レヴィ・ストロース、

サイード、etcにハマる

2年生の冬、文転も考えて、文学部に転部について聞きに行く
→もう今年は締め切りましたと言われる

2006.4 生命文化学分野

学振研究員(科学社会学)

2015.4文芸学部専任講師・准教授

「聖地」着任

2020.4 ELSIセンター准教授

「科学と社会」教育の
デザイン・交渉・実施

研究室にノウハウが特にあるわけではない
一人学際研究を開拓する方向へ

2025.4 KMD准教授



科学技術政策
➢国内外の科学技術政策
➢研究評価制度の構造的課題

「科学と社会」の間のコミュニケーション
➢科学コミュニケーション（歴史、現状、課題）
➢多様なフレーミングの把握（GMOなどの先行事例）
➢科学研究とメディア

ELSIからRRIへ
➢ELSIを巡る議論
➢幅広い「インパクト」をどう捉え、考えるのか
➢責任ある研究・イノベーション（RRI）という実験

『責任ある科学技術ガバナンス概論』



最近（過去5年間）OAで出た論文たち（英語）



最近（過去5年間）で出た本



本日のお品書き

「たてまえ」

• RRIとオープンアクセス

「ほんね」

• なんというか二郎系だよね



科学技術基本法（1995）

→科学技術・イノベーション基本法（2021）

科学技術基本計画（1996~5年毎）

→科学技術・イノベーション基本計画（2021）

研究開発力強化法（2009）

→科学技術・イノベーション創出の活性化に関する法律（2018）

1990年代後半～：現在の日本の
科学技術政策・制度のベースとなるもの



日本の科学技術イノベーション政策の現在

統合イノベーション戦略（毎年）

科学技術・イノベーション
基本計画（5年毎）

バイオ戦略

AI戦略 2021

量子技術イノベーション戦略

革新的環境イノベーション戦略

宇宙基本計画

健康・医療戦略

農林水産研究イノベーション戦略2021

みどりの食料システム戦略

海洋基本計画
…その他、なんかもう色々とあります

• 個別の重点領域ごとに戦略文書が林立
• 各分野のファンディングへの影響
• これまで以上に細かい取り組み方針や状況

記述の登場（例：統合イノベーション戦略
2021）

背景：成長戦略 etc

マテリアル革新力強化戦略

医療分野研究開発推進計画



一般大学資金：経常的・機関単位
General University Funds (GUF)

質の管理
（Quality Control）

科学技術基本計画：
競争型、PJ型・PG型、重点領域の設定

質のモニタリング
(Quality Monitoring)

説明責任の増大

中間組織／境界組織の役割増大

ファンディング構造と評価システムの変化

直接政府資金：PJ型・領域・政策
Direct Government Funds (DGF)
マルチファンディングシステムの進行



近年の科学技術政策の流れ

1970s-1980s 2020-2000s-2010

1990s-2000s 2010s-2020

• 基礎研究とナショ
ナルPJ（e.g. 第5
号答申など）

• 日米科学技術協定
• 基礎研究シフト
• 70年代までの議
論の背景化

• 大学貧乏物語

• 科学技術基本法と
基本計画

• 80年代基礎研究シ
フトの余韻

• 重点領域の設定
• ファンディング構造
の変化 (PJ・PG)

• 大学院重点化

• STIの登場
• 『新成長戦略」とSTI
政策

• 研究開発力強化法
• ファンディングプロ
グラムの複雑化

• 大学の独立法人化

• 成長戦略の下位戦略と
しての科学技術政策

• イノベーション戦略と
STI政策

• 社会的・経済的インパク
トの重視

• 狭いイノベーション観

• STI基本法／計画
• 人文系もSTI政策
の対象に

• イノベーション戦略
の乱立

• 各種の評価をめぐ
る議論

• 10兆円ファンド



新規科学技術が社会に根付くまでには、
数々のハードルを乗り越えなければいけない
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新規
科学技術
シーズ

プライバシーや
個人情報保護は？

安全性は
確保されてる？

何かあった際の
責任は？

悪用される
可能性は？

個人や社会に
利益をもたらす？

現行の法規制を
遵守してる？

差別や不公平を
生み出さない？

社会が
受容してくれる？

社会実装
社会実装
社会への
実装や
根付き

倫理的・法的・社会的課題（Ethical, Legal, and Social 
Issues: ELSI）



➢ ELSIへの対応はもはや前提・・・
➢ 実現したい「価値（観）」をめぐる議論への踏みこみ
➢ そのための熟議、規範、ソフトロー構築

未来に対するケアをどのように行うか？
ELSIからRRIへ ＝ リスクガバナンスからイノベーションガバナンスへ

＋ガバナンスの「標準」をめぐる議論

「RRIは，現在における科学とイノベーションの集合的な管理を通じた未来に対するケアを意味する」
→先見性、省察性、包摂、応答可能性などの基本要素（Stilgoe 2013）

未来に対するケアに必要なことがたくさんある



RRIをめぐる最近の議論
＝オープンサイエンス／イノベーションとの接近
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Horizon 2020 から Horizon Europeへ

⇒RRIという言葉自体は、Horizon 2020の時よりも直接的には出てこなくなった・・・が？
⇒オープンサイエンスの全体的・精力的な促進させる形で、「埋め込まれた」形になっている
⇒参加拡大とERA強化のところで特に大きなバックグラウンドになっている
（なお、むしろ近年のWork Program文書などでは前よりもRRIという言葉が直接的に出るようになっている）



Horizon EuropeでのRRIの扱われ方

• オープンサイエンスの推進方策や研究成果の普及と活用に関する計画、ジェン
ダー公平計画の策定などをプロジェクト申請時の必須事項とし、評価項目にも組
み入れることで、RRIの観点が申請書に含まれるようになっている

「Horizon Europeでは、科学と社会の関係を深め、それらの相互作用の利益を最大化するこ
とを目的として、市民や市民社会組織などのすべての社会的アクターを、市民や市民社会の懸
念・ニーズ・期待に対応し、科学教育を促進し、科学的知見を公に利用可能にし、市民と市民社会
組織による活動への参加を促進するような、責任ある研究・イノベーション（RRI）のアジェンダ・
コンテンツ・全プロセスの共同設計・創出に組み入れ関与させなければならない。社会的アク
ターの関与は、Horizon Europe全体および参加拡大とERA強化での専用の活動を通じて行
われる必要がある。」

(訳：JST-CRDS 2021, p.50)

（REGULATION (EU) 2021/695 OF THE EUROPEAN PARLIAMENT AND OF THE COUNCIL of 28 April 2021-
establishing Horizon Europe – the Framework Programme for Research and Innovation, laying down its rules 
for participation and dissemination, and repealing Regulations (EU) No 1290/2013 and (EU) No 1291/2013）



第一次戦略と第二次戦略
第二次政策優先課題

• 研究とイノベーションのバランス

• 人文・社会科学の統合

• 戦略的バリューチェーンを可能にする鍵
技術

• ジェンダー平等と包摂

• 倫理と公正

• 普及と利用

• オープンサイエンス実践

• ソーシャルイノベーション

• 害を生じさせないという原則

• シナジー

• EU政策優先課題への支出戦略

第一次政策優先課題

• ジェンダー平等と包摂

• 人文・社会科学

• 倫理と公正

• オープンサイエンス実践

• 普及と利用（教育やトレー
ニング、市場・雇用とのリ
ンク）

• 鍵技術

• ソーシャルイノベーション

• EU分類規則







Horizon Europe：インパクト・ドリブンな施策



オープンサイエンスとRRI

• オープンアクセス：情報アクセシビリティの拡大

• オープンサイエンスの拡大

• 科学への「参加の拡大」（RRI的な視点、「包摂」の要素）

⇒中小企業、市民、そしてマイノリティといった様々な次
元での参加拡大を全体的に推し進めていこうという目標
になっている

⇒「欧州R＆Iシステムの改革・強化」の中で扱われる

⇒申請書のRRIに関わる記載が陰に陽に求められる

根本のところで言うと、「知」の「公共財化」を進めるとい
う側面がある
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本音＝「そうはいっても、世知辛ぇ」



OAをめぐる「世知辛さ」

• 海外出版社におけるOA＝一本当たりざっくり30万～50万円

⇒科研Cぐらいだと英文校閲とOA代だけで年間予算が飛ぶ

⇒円安がえぐい

⇒しかし、確かに「国際誌かつOA」は、 「読まれる（⇒引用される）」）

• 海外出版社の「本」のＯＡ＝ものにもよるがざっくり数百万の単位でかかる

⇒無理ゲー、あるいはそれを出すためのプロジェクトとして最初から設計が要る

• 紀要論文やJ-STAGE掲載論文

⇒懐に優しいOA。ただし、読まれるための努力が別途で要る。なお日本語やと
海外ではやっぱり読まれないという現実は認識しておく必要がある。



プレプリントによるOA

• arXiv、bioRXiv、Jxivなどプレプリント活用の増加

• リポジトリや紀要と構造同値の課題

• 増え続ける論文にどう向き合うか、またその質保証はどこまでさ
かのぼれるか

⇒プレプリントだけの論文と、その後査読付きジャーナルに掲載さ
れた論文は、果たして等価か？（個人的な印象では、さすがにそこ
には差があると思う）

• 一つ一つの質を、個々人がより吟味する必要性



学術書の出版

• 長く続く出版不況、各種費用の高騰

• かなりの高確率で「出版助成」が必要となる現状

⇒数十万～100万＋α程度

しかし、むしろこの状況下においても「数千円」で済んでいる状況は、狂気の沙汰？

⇒出版社の努力でこの値段感が支えられていることは多分もっと強調して良い

⇒実は、もっとも「安価」に疑似OAに近い状況になっているといえるかもしれない



まとめ

• OAは、知識の民主化において重要な基盤である（ということは否
定しがたい前提でもある）

• しかし、OAをめぐる状況は、研究者の日常的な資金繰りにとって
は、「出費マシマシ、しんどさ多め」と、二郎系の辛さ

• 日本語書籍のOAについて必ずしも進んでいないが、今の予算感
の中でこの値段で本にアクセスできる状況は、実はbestではない
が、betterな状況である可能性はあるのでは？
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